
令和２年度がスタートしました。

今年で創立74年目を迎える本校は、

伝統を引き続き、時代の変化にも対応

すべく、新しいものを加えて、新体制

での学校運営を進めてまいります。保

護者の皆様方には、何かとお力添えを

いたただきく存じます。ご協力よろしくお願いします。
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教職員の人事異動について
後になりましたが、この度の人事異動により、校長に着任い

たしました山本喜哉（やまもと よしちか）でございます。今

後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。今春、

教職員の人事異動は下記の通りです。

《転出の教職員》敬称略

久保 雅靖 (校長） ご退職

勝村 嘉文 （教頭） 室生中学校へ

井上 努 (教諭） ご退職

中谷 尚子 (教諭） 大三輪中学校へ

橋本 紫瑛 （養護教諭） 宮城県内公立小へ

平野 秀雄 （講師） ご退職

岸田 哲弥 （講師） ご退職
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《転入の教職員》敬称略

山本 喜哉 （校長） 大宇陀中学校より

谷 聡 （教頭） 県教育委員会より

田中 ちか （教諭） 桜井中学校より

朝野 有香 （養護教諭）八木中学校より

田中 淳子 （教諭) 新規採用

笹田 文穂 (講師) 大宇陀中学校より

松尾 美保 （講師）

浦畑 輝男 （講師）

４月８日(水)に入学式を行いました。

多くの保護者のみなさまに祝福される中、１２１名（男子６

５名、女子５６名）の新入生が入学しました。真新しい制服に

身を包んだ新入生は少し緊張気味でしたが、その表情は期待感

にあふれていました。生徒会代表の歓迎の言葉(ﾋﾞﾃﾞｵﾒｯｾ-ｼﾞ)

の後、新入生の代表が、堂々と大きな声で宣誓してくれました。

入学式の式辞（部分抜粋）

さて、新入生の皆さんに、これから中学生活を送るに当た

り、入学したこの機会に、心にとめておいて欲しい三つのこ

とを伝えます。

第一は「しっかり学ぼう」ということです。学校はいうま

でもなく学びの場です。小学校と違い中学校の授業では、教

科ごとに先生が替わるので、最初は戸惑いがあるかもしれま

せん。心も身体も柔軟な皆さんならすぐに慣れます。また、

今までは、周囲から指示されるままに取り組んできた学習だ

ったかもしれません。この中学三年間で自ら「学ぶ」姿勢を

身につけてほしいと思います。「学び」の中で、疑問に感じた

ことや発見したことにこだわり、その一歩先を求めて行動す

る力こそが、学び向かう力になると信じています。その力が

自信になり、自分の可能性をより広げることにつながります。

第二は、「相手を思いやる心をもとう」ということです。

これからの中学校生活の中で、友達と協力し、励まし合い、

責任を果たすなどの体験を通して、互いの良いところを認め、

支え合える関係を創ってほしいと思います。いつも自分のこ

とだけを考えるのではなく、他の人のことを考え、行動がで

きたらどんなに素晴らしいことでしょう。そして、友達が困

っていたり悩んでいたら、声をかけ相談に乗ってください。

特に苦しみ、悲しみなど人の心の痛みを分かろうとする、思

いやりの心を忘れない、心の温かい人に成長して欲しいと思

います。

第三は、「自分を高め、夢の実現に向け努力しよう」という

ことです。

今、将来の夢をすでに見つけられている人もいるでしょう。

その人はその実現に向けての基礎作りの場が、中学校生活で

はないかと思います。一方、今はまだ、自分の夢がしっかり

と見つけられていない人も少なからずいると思います。そう

いう人は、自分の夢を見つけていく場が同じく中学校生活だ

と思います。夢は人を動かし、強くし、人を創ります。夢は

その実現のために努力しなければ、決して叶うものではあり

ません。

自らを高め、毎日の生活を大切にし、皆さんが夢の実現に

向け、努力してくれることを期待しています。本校の先生方

や地域の沢山の方々が、皆さんの夢の実現に向け全力で応援

してくれます。

①＜臨時休業 ４月11日(土)～５月６日(水)＞
新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止のため、臨時休業中です。週１回登校日を設定しています。休業期間中の家庭学習については、各

学年からのプリントをご覧下さい。

②＜学校からの「情報発信・お知らせ」について＞
本年度も、学校のホームページ（以下、榛中Web）やメール配信システム（宇陀市教育メール）により、学校からの連絡や情

報発信を行います。メール配信に未登録のご家庭はこの機会にぜひご登録願います。(新入生については改めて連絡します)

草にも木にも いいことをしよう 人にも自分にも いいことをしよう

令 和 ２ 年 度
学 校 目 標

『 一 人 ひ と り が 活 躍 で き る 榛 原 中 』
～ 目 標 を 持 ち 主 体 的 に 生 き る 生 徒 の 育 成 ～

令和２年 ４月１６日（木）４月号
（http://www.haibara-jh.ed.city.uda.nara.jp/index.html） （文責 ： 山 本 ）


